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1. 2022年2月期第2四半期の連結業績（2021年3月1日～2021年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年2月期第2四半期 28,822 40.0 △1,812 ― △1,663 ― △1,533 ―

2021年2月期第2四半期 20,584 △54.1 △2,237 ― △2,283 ― △4,478 ―

（注）包括利益 2022年2月期第2四半期　　△1,620百万円 （―％） 2021年2月期第2四半期　　△3,851百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年2月期第2四半期 △28.89 ―

2021年2月期第2四半期 △84.37 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年2月期第2四半期 56,372 15,650 25.9 274.96

2021年2月期 56,449 16,241 28.8 305.93

（参考）自己資本 2022年2月期第2四半期 14,590百万円 2021年2月期 16,241百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年2月期 ― 0.00

2022年2月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 2月期の連結業績予想（2021年 3月 1日～2022年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,000 29.0 △1,400 ― △1,500 ― △1,400 ― △26.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年2月期2Q 53,289,640 株 2021年2月期 53,289,640 株

② 期末自己株式数 2022年2月期2Q 227,136 株 2021年2月期 199,874 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年2月期2Q 53,068,459 株 2021年2月期2Q 53,074,403 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ

の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期（2021 年３月 1日～2021年８月 31日）におけるわが国経済は、現政権下での総

合経済対策による景気減速への対応が進む一方、景気は新型コロナウイルス感染症の影響によ

り悪化しており、依然極めて厳しい状況のうちに推移いたしました。 

百貨店業界におきましても、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向け、営業時間の短縮や

一部の売場では臨時休業を、さらには、混雑時には食品フロアや８階イベントスクエアの人流を

抑えるべく入店制限を実施する等を余儀なくされました。 

こうした状況の中、当社グループでは、前３ヵ年計画の反省と成果を踏まえつつ、2019 年 11

月に創業 150 周年を迎えた本３ヵ年は、「中期経営計画『デザインの松屋』（2019～2021 年度）」

において、当社が世の中に対して実現したいことを「デザインによる、豊かな生活。」であると

定め、その実現に向けた重点施策に取り組み、業績の向上を目指してまいりました。 

また、投資計画の見直しや経費の徹底的な削減を推し進めたことで、百貨店をはじめとする当 

社グループの業績は、前年実績を上回りました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 28,822百万円と前年同四半期に比べ 8,237

百万円(＋40.0％)の増収となり、営業損失は 1,812 百万円と前年同四半期に比べ 424 百万円の

改善、経常損失は 1,663 百万円と前年同四半期に比べ 620百万円の改善、親会社株主に帰属する

四半期純損失は 1,533 百万円と前年同四半期に比べ 2,944 百万円の改善となりました。 

＜百貨店業＞ 

百貨店業の銀座店では、中期経営計画の重点施策の下、個性的な百貨店「GINZA スペシャリテ 

ィストア」のさらなる進化を推進すべく、当第２四半期におきましては、2020 年に実施いたし 

ました改装の効果を高めつつ、引き続き、他フロアとの品揃えのグレードとテイストの統一と、

さらなる利便性と買廻り性の向上に尽力してまいりました。 

催事におきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策を徹底することで、「POKÉMON 

COLORS」を開催する等、独自性と話題性のある企画によって、売上の向上に努めてまいりました。 

浅草店におきましては、引き続き、入居する商業施設「EKIMISE」との相乗効果の発揮に取り

組み、施設内を買い廻るお客様の需要を取り込むプロモーションの強化や、お客様への積極的な 

商品提案やおもてなしを強化する等、業績の向上に尽力してまいりました。  

しかしながら、４月下旬の政府による新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた緊急事 

態宣言の発出・期限延長等を受け、銀座店・浅草店ともに一部の売場の臨時休業や営業時間の短 

縮を、さらには、混雑時には食品フロアや８階イベントスクエアの人流を抑えるべく入店制限を

実施する等を余儀なくされました。その一方で、前年との営業時間の差異等が要因となり、売上

高は前年実績を上回りました。 

以上の結果、百貨店業の売上高は 26,038百万円と前年同四半期に比べ 8,114百万円(＋45.3％)

の増収となり、営業損失は 1,419百万円と前年同四半期に比べ 443百万円の改善となりました。 

＜飲食業＞ 

飲食業の㈱アターブル松屋におきましては、度重なる緊急事態宣言の発出・期限延長の中でも、

婚礼宴会部門において婚礼組数の獲得に注力した結果、主力の「東京大神宮マツヤサロン」は前
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年実績を上回ることができました。しかしながら、構造改革による不採算店舗の撤退等の影響も

あり、売上高は減少しました。 

以上の結果、飲食業の売上高は 1,017 百万円と前年同四半期に比べ 312 百万円(△23.5％)の

減収となり、営業損失は 378 百万円と前年同四半期に比べ 144 百万円の減益となりました。 

＜ビル総合サービス及び広告業＞ 

ビル総合サービス及び広告業の㈱シービーケーにおきましては、主として宣伝装飾部門、建装 

部門等の受注が拡大したことにより、売上高は前年を上回りました。また、販管費の圧縮に取り

組んだ結果、営業利益は前年を上回りました。 

以上の結果、ビル総合サービス及び広告業の売上高は 2,506 百万円と前年同四半期に比べ 529

百万円(＋26.8％)の増収となり、営業利益は 68百万円と前年同四半期に比べ 148 百万円の増益

となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ、77 百万円減少し 56,372

百万円となりました。これは主に現金及び預金 1,026 百万円の増加、受取手形及び売掛金 747百

万円の減少、投資有価証券 733百万円の減少等によるものであります。負債合計は前連結会計年

度末に比べ、513 百万円増加し 40,721 百万円となりました。これは主に受入保証金 442 百万円

の増加、支払手形及び買掛金 397百万円の増加等によるものであります。純資産合計は非支配株

主持分 1,060百万円の増加、利益剰余金 1,533百万円の減少等により、590百万円減少し 15,650

百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022年２月期の通期連結業績予想につきましては、2021 年４月 14 日付の「2021年２月期 決

算短信〔日本基準〕（連結）」における業績予想から修正は行っておりません。 

 

㈱松屋(8237)　2022年２月期　第2四半期決算短信

－ 3 －



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1） 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,965 3,991

受取手形及び売掛金 3,523 2,776

たな卸資産 2,022 1,919

その他 833 679

貸倒引当金 △13 △10

流動資産合計 9,331 9,356

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,302 10,672

土地 18,384 18,858

その他（純額） 457 448

有形固定資産合計 29,144 29,980

無形固定資産

借地権 9,379 9,379

その他 595 551

無形固定資産合計 9,975 9,931

投資その他の資産

投資有価証券 6,233 5,500

その他 1,773 1,613

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 7,997 7,104

固定資産合計 47,117 47,015

資産合計 56,449 56,372

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,983 5,381

短期借入金 12,110 12,541

未払金 2,278 1,779

未払法人税等 76 68

賞与引当金 153 124

商品券等回収損失引当金 503 503

ポイント引当金 84 69

その他 4,464 4,661

流動負債合計 24,655 25,129

固定負債

長期借入金 12,514 12,034

環境対策引当金 29 29

退職給付に係る負債 612 566

その他 2,395 2,961

固定負債合計 15,552 15,591

負債合計 40,207 40,721
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,132 7,132

資本剰余金 5,411 5,411

利益剰余金 2,253 719

自己株式 △252 △297

株主資本合計 14,544 12,965

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,990 1,896

退職給付に係る調整累計額 △292 △271

その他の包括利益累計額合計 1,697 1,624

非支配株主持分 ― 1,060

純資産合計 16,241 15,650

負債純資産合計 56,449 56,372
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（2） 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

売上高 20,584 28,822

売上原価 16,217 23,101

売上総利益 4,366 5,720

販売費及び一般管理費 6,604 7,533

営業損失（△） △2,237 △1,812

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 81 59

債務勘定整理益 84 103

受取協賛金 24 13

助成金収入 ― 90

その他 33 70

営業外収益合計 224 338

営業外費用

支払利息 119 112

商品券等回収損失引当金繰入額 132 54

その他 18 21

営業外費用合計 270 188

経常損失（△） △2,283 △1,663

特別利益

助成金収入 402 111

負ののれん発生益 ― 653

その他 ― 51

特別利益合計 402 816

特別損失

固定資産除却損 23 27

減損損失 69 ―

投資有価証券評価損 823 66

臨時休業による損失 1,636 248

段階取得に係る差損 ― 332

その他 1 1

特別損失合計 2,555 677

税金等調整前四半期純損失（△） △4,437 △1,524

法人税、住民税及び事業税 12 34

法人税等調整額 48 △11

法人税等合計 61 23

四半期純損失（△） △4,498 △1,547

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △20 △13

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △4,478 △1,533
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

四半期純損失（△） △4,498 △1,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 640 △94

退職給付に係る調整額 6 20

その他の包括利益合計 647 △73

四半期包括利益 △3,851 △1,620

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,830 △1,606

非支配株主に係る四半期包括利益 △20 △13
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（3） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △4,437 △1,524

減価償却費 717 693

賞与引当金の増減額（△は減少） 22 △45

受取利息及び受取配当金 △81 △59

支払利息 119 112

固定資産除却損 23 27

減損損失 69 ―

投資有価証券評価損益（△は益） 823 66

臨時休業による損失 1,636 248

負ののれん発生益 ― △653

段階取得に係る差損益（△は益） ― 332

売上債権の増減額（△は増加） 636 747

たな卸資産の増減額（△は増加） 29 102

仕入債務の増減額（△は減少） △1,461 397

未収消費税等の増減額（△は増加） 850 ―

その他 237 △420

小計 △813 27

利息及び配当金の受取額 84 59

利息の支払額 △123 △115

臨時休業による損失の支払額 △1,478 △376

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △13 △6

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,345 △411

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △423 △240

無形固定資産の取得による支出 △358 △26

投資有価証券の取得による支出 △5 △101

投資有価証券の売却による収入 0 0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

― 487

事業譲渡による収入 106 ―

差入保証金の増減額（△は増加） 14 12

その他 △46 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △712 124

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,089 430

長期借入金の返済による支出 △480 △480

長期未払金の増減額(△は減少) △8 ―

配当金の支払額 △237 △0

預り金の増減額（△は減少） △155 ―

その他 △36 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,171 △76

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 112 △363

現金及び現金同等物の期首残高 2,164 2,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,277 2,601
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響

に関する仮定について、重要な変更はありません。 

なお、本感染症による影響は不確定要素が多く、今後の感染拡大の状況によっては当社グルー

プの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連 
結損益計 

算書計上 
額(注)３  

 百貨店業 飲食業 

ビル総合 
サービス及び 

広告業 
計 

売上高         

外部顧客への売上高 17,828 1,318 1,178 20,325 259 20,584 ― 20,584 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

95 12 798 905 254 1,160 △1,160 ― 

計 17,924 1,330 1,976 21,231 513 21,745 △1,160 20,584 

セグメント損失(△) △1,862 △233 △80 △2,176 △4 △2,181 △55 △2,237 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 
リース、保険代理業、輸入商品の販売、商品販売の取次ぎ、商品検査業務等が含まれております。 

２ セグメント損失(△)の調整額△55百万円は、セグメント間取引消去等であります。 
   ３ セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
 

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 
 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年８月31日)   

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連 
結損益計 
算書計上 

額(注)３  
 百貨店業 飲食業 

ビル総合 
サービス及び 

広告業 

計 

売上高         

外部顧客への売上高 25,903 1,016 1,440 28,361 460 28,822 ― 28,822 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
135 1 1,065 1,201 416 1,618  △1,618 ― 

計 26,038 1,017 2,506 29,563 877 30,440 △1,618 28,822 

セグメント利益又は損失(△) △1,419 △378 68 △1,729 △41 △1,770 △42 △1,812 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、用度品・事務用品の納入、ＯＡ機器類の 
リース、保険代理業、輸入商品の販売、商品販売の取次ぎ、商品検査業務、不動産賃貸業等が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△42百万円は、セグメント間取引消去等であります。 
   ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
 

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報 

該当事項はありません。 
 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(重要な負ののれん発生益) 

第１四半期連結会計期間に㈱銀座インズの株式を追加取得し、持分法適用関連会社から連結子会社化したこ

とにより、暫定的に負ののれん発生益 653 百万円を計上しております。また株式の追加取得時において段階取

得に係る差損 332百万円を合わせて計上しております。 

なお、当該負ののれん発生益等は報告セグメントには配分しておりません。 
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